
 

 

 

 

平成 30 年産米においては、福井県の作況指数は 101 の平年並と発表されましたが、本

年度の天候は、田植え期以降高温多照で推移し、特に 6 月中旬以降から 8 月上旬にかけて記

録的な猛暑となり、9 月に入ると台風 21 号や前線の影響で、長雨、日照不足となりました。

特にコシヒカリへの影響が大きく、網下米の増加による減収や、基部未熟、乳白による品質低

下が多く見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年産米の作柄概況および 

～2019 年産米に向けて～ 

格落ち理由 



 
 

 

 

 

本年より、行政による生産目標数量

の配分がなくなり、需要に応じた米の

生産を求められる中、当ＪＡでは主食

用米のフル生産を図り、米の販路拡大

と「売れる米づくり・求められる米づ

くり」に取り組んできました。現在、

集荷数量が実需者からの要望数量に

満たない状況が続いており、特に要望

の多い「日本晴」については一大産地

を目指すとともに実需者と複数年契

約を結ぶことで生産者の所得向上を

基本に進めてまいります。 

本日、生産者の皆様に右の「２０１

９年産水稲の意向調査」を配布させて

いただきました。今後の営農指導事業

ならびに米の販路促進に役立ててい

きたいと思っておりますので、ご提出

いただきますようお願いいたします。

次年度の作付けに向けて 


